





    

    徒然なる日記121030～夢を見ること～


    

    作者：E-book推進協会

    


    

    概要：徒然なる日記（１２年９月２０日）参照。夢がある。実現するのはたやすくないが、だからこそ夢だ。夢を持ち続けよう。

    




    









    夢を見ること
    　夢がある。それを果たさずば死ねないと思うほど、命を懸ける価値があると思っている夢がある。


　逆に言うと、それを果たせば満足して死を迎えられる。


　それは何か。一言では言いがたいが、１つには「未来」を照らすことだ。一生の間にできることは限られている。でも未来を想像するのは無限に可能だ。想像することで、世界に訴えかけたい理想がある。それが認められること。一人でも多くの共感を呼ぶこと。そういう夢がある。


　こうして日記を書くこともその過程の１つだと思っている。徐々に共感が広がるよう努めたい。


　話は変わるが、いつからかこの日記は読み聞かせるような語調になっていた。日記っぽくない。改めよう。独白なんだ。独りよがりの独り言なんだ。思いつくまま書き綴るだけ。読者は意識しない。改めよう。


 


　２０１２年１０月３０日記す







